






研究目的 

 昭和55年度および56年度の本研究において,NICUに於ける早期新生児死亡をはじめ,晩

期新生児死亡,更に新生児期以降の死亡について統計的調査を行い,呼吸窮迫症候群(RDS)

とその合併症が死亡率を大きく左右することが明らかにされた。 

 そこで本年度の研究に於いては,RDS 罹患例についてその合併症と死亡との関係を更に

詳細に調査分析すると共に,合併症対策の一つとして,高頻度振動(high frequency 

oscillation)による人工換気の基礎的検討を試みた。 


